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1.教職課程に関する全学的組織体制

本学には公立大学法人福岡県立大学教務入試委員会規則第6条に基づいて教職課程部会が設置さ
れている。部会は公立大学法人福岡県立大学教職課程部会規定に基づき、教職課程の編成、カリ
キュラムの検証及び改善、教職課程認定内容及び授業改善方策の検討、授業実施計画や実習学生
派遣計画の策定、教職養成に関する情報の公表等を行なっている。部会員は教職課程にかかる担
当教員として教職専門教員、各教科専門教員、教職課程を置く学科の担当教員を学部長が推薦し
理事長が決定した教員9名、事務局学務部職員１名及び理事長が任命した部会長が選任されてい
る。
教職課程部会は、教職課程を置く学科と連携し、学科カリキュラムの検証、改善を行なってい
る。検討にあたっては教務・共通教育部会による各授業についての成績評価の厳格性についてのア
ンケート結果の分析や成績評価分布に関する分析の通知、進路生活支援部会による就職状況や就
職先アンケートを客観的指標として使用している。また授業改善についてはFD・SD部会による各
種セミナーも活用している。
教職課程の活動及び審議事項については教務入試委員会にて報告、審議を経て最終決定を行
なっている。

学部・学科
教職を含む三つのポリシー

の策定
各授業の改善・改革の実施

教務・共通教育部会
教職科目の受講生数・
成績評価分布の分析
成績評価の厳格性評価

FD・SD部会
教職課程に関わる
セミナー等の開催

進路生活支援部会
教員免許取得者の就職状況
就職先からの評価調査

教職課程部会
教職課程の策定、実施、

検討、公表

教務入試委員会
教職課程部会の設置

審議決定
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○公立大学法人福岡県立大学教職課程部会規則

法人規則第１４０号

平成２６年４月１日 

（設置） 

第１条 公立大学法人福岡県立大学教務入試委員会規則第６条の規定に基づき、教務入試委 

員会の附属部会として教職課程部会（以下「部会」という。）を置く。 

（所管事項） 

第２条 部会は、以下の事項を扱う。 

(1) 教職課程の編成に関すること

(2) カリキュラムの検証及び改善に関すること

(3) 教職課程認定内容の検討に関すること

(4) 授業改善方策の検討に関すること

(5) 授業実施計画の策定に関すること

(6) 実習学生派遣計画の策定に関すること

(7) 教職課程の自己点検・評価に関すること

(8) 教員養成に関する情報の公表に関すること

(9) その他教職課程に関する事項で、部会が必要と認めること

（組織） 

第３条 部会は、次に掲げる者をもって組織する。 

(1) 教職課程に関わる以下の各教員

①教職専門教員

②各免許の教科専門教員

③各免許が設置された学科の担当教員

(2) 事務局学務部職員

２ 前項第１号に定める部会員は理事長が学部長・研究科長の推薦により決定する。 

３ 部会員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じたときの補充部会員 

の任期は、前任者の残任期間とする。 

（部会長） 

第４条 部会に部会長を置く。 

２ 部会長は、理事長が任命する。 

３ 部会長は、部会を招集し、その議長となる。 

４ 部会長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

５ 部会長に支障があるときは、あらかじめ部会長が指名する部会員がその職務を代行す 

る。 

（会議） 

第５条 部会は、部会員の２分の１以上の出席をもって成立する。 

２ 部会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の決するところに 
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よる。 

３ 部会は、必要と認めるときは部会員以外の者の出席を求め、意見を聴取することがで 

きる。 

４ 部会の活動について適宜教務入試委員会に報告するものとする。 

（改廃） 

第６条 この規則の改廃は、教務入試委員会の議を経て、理事長が行う。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２８年１１月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和元年１２月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年５月１８日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和５年３月２４日から施行する。 
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３．令和４年度教職課程部会員

・部会長   上野 行良 

・教職専門教員 藤澤 健一 

・幼稚園教科専門教員 董 秋艶 

・養護教科専門教員 原田 直樹 

・公民教科専門教員 美谷 薫、佐藤 繁美 

・中学社会教科専門教員 美谷 薫、佐藤 繁美

・情報教科専門教員 柴田 雅博 

・人間形成学科担当教員 伊勢 慎

・公共社会学科担当教員 坂無 淳

・看護学科担当教員 梶原 由紀子 

・学務部職員 緒方 健介 

４．本学で取得できる教員免許及び関連授業一覧 

本学で取得できる教員免許は以下のとおり。関連授業については次ページ以降に掲載。 

・幼稚園教諭一種

・養護教諭一種

・中学校教諭一種（社会）

・高等学校教諭一種（公民）

・高等学校教諭一種（情報）
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

幼児と健康 1 演習 1 必修

幼児と人間関係 1 演習 1 必修

幼児と環境 1 演習 1 必修

幼児と言葉 1 演習 1 必修

幼児と表現Ａ 1 演習 1 必修

幼児と表現Ｂ 1 演習 1 必修

保育内容総論 2 ☆演習 2 必修

保育内容の指導法・健康 1 演習 1 必修

 保育内容の指導法・人間関係 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・環境 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・言葉 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・表現Ａ 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・表現Ｂ 1 演習 1 必修

保育内容演習 2 ☆演習 2 必修

備　考

１．上記の科目は、すべて人間形成学科の専門教育科目です。

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

健　康

16単位

人間関係

環　境

言　葉

表　現

保育内容の指導法（情報機
器及び教材の活用を含

む。）

領域及び保育内容の指導法に関する科目（幼稚園教諭一種免許状）

施行規則の定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目区分
各科目に含めることが

必要な事項と
最低修得単位数

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修
方法
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

教育学概論Ａ 2 講義 2  必修（学科）

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

保育者論 2 講義 2 必修

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）

教育制度論（関係行政論） 2 講義 2 必修

幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程

発達心理学Ⅰ—Ｂ 2 講義 2  必修（学科）

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する
理解

特別支援教育 1 演習 1 必修

教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）

保育カリキュラム論 2 講義 2 　必修

教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用を含
む。）

保育方法論 2 講義 2  必修

幼児理解の理論及び方法 幼児理解の理論と方法 2 ☆演習 2  必修

教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

教育相談（幼児教育） 2 講義 2 必修

 幼稚園教育実習
事前事後指導

1 実習 必修

幼稚園教育実習Ⅰ 2 実習 2 必修

幼稚園教育実習Ⅱ 2 実習 2 必修

学校体験活動

教職実践演習 2
 保育・教職実践演習
 （幼稚園）

2 ☆演習 2 必修

備　考

１．上表の科目はすべて人間形成学科の専門教育科目であり、「履修方法」欄の「必修」は免許状取得

　の上での必修科目です。「必修（学科）」は、保育士資格・幼稚園教諭免許の取得を希望する学生に

  とって卒業要件を満たす上でも必修となる科目です。

２．上表の科目の他に、人間形成学科の専門教育科目から「保育学」を履修する必要があります。

３．「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

1

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

10

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時

間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指

導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る

科
目

4

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

5

教育の基礎的理解に関する科目等（幼稚園教諭一種免許状）

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
各科目に含めることが

必要な事項と
最低修得単位数

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法
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施行規則の定める
科目区分等

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

造形Ⅰ 1 演習 1 必修

音楽Ⅰ 2 演習 2 必修

体育Ⅰ 1 演習 1 必修

生涯教育論 2 講義 2 必修

 保育学 2 講義 2 必修

造形Ⅱ 1 演習 1

音楽Ⅱ 1 演習 1

音楽Ⅲ 1 演習 1

体育Ⅱ 1 演習 1

 社会教育特講Ｃ
(ボランティア論)

2 講義 2

備　考

１．上表の科目は、すべて人間形成学科の専門教育科目です。

    ４単位
 選択必修

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

大学が独自に設定する科目（幼稚園教諭一種免許状）

本学での開設授業科目と履修方法

科目区分 科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法等
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

日本国憲法 2 憲法 2 講義 2 必修

健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習 1 必修

健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習 1 必修

英語Ⅰ－(1) 1 演習 1 必修

英語Ⅰ－(2) 1 演習 1 必修

 数理、データ活用
 及び人工知能に関
 する科目又は情報
 機器の操作

2 情報処理の基礎と演習 2 ☆演習 2 必修

備　考

２．「☆実習」「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

幼稚園教諭一種免許状（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目）

免許法施行規則の定める科
目と最低修得単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

体育 2

 外国語
コミュニケーション

2

１．上表の科目は、すべて人間社会学部の基盤教育科目（教養科目、基礎科目）です。
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養護に関する科目（養護教諭一種免許状）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

 公衆衛生学 2 講義 2 必修

疫学 2 講義 2 必修

保健統計学 2 講義 2 必修

保健社会学 1 講義 1 必修

学校保健学 1 講義 1 必修

小児看護学 2 講義 2 必修

暮らしと保健福祉・看護 2 講義 2 必修

養護概説 2 養護概説 2 講義 2 必修

健康相談活動の理論・
健康相談活動の方法

2 健康教育論 2 講義 2 必修

栄養学（食品学を含
む。）

2 栄養学 2 講義 2 必修

生態機能看護学Ⅰ 2 講義 2 必修

生態機能看護学Ⅱ 2 講義 2 必修

感染・免疫看護学演習 1 演習 1 必修

看護薬理学 2 講義 2 必修

精神保健 2 精神保健学 2 講義 2 必修

基礎看護学概論 2 講義 2 必修

基礎看護技術論 2 演習 2 必修

シンプトンマネジメント論 1 演習 1 必修

フィジカルアセスメント論 2 演習 2 必修

看護過程 1 演習 1 必修

看護研究 2 講義 2 必修

家族看護学 1 講義 1 必修

精神看護学 2 講義 2 必修

精神看護学演習 2 演習 2 必修

人間のライフステージと看護 1 講義 1 必修

成人老年看護学Ⅰ（急性期） 2 講義 2 必修

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 2 講義 2 必修

小児看護学演習 2 演習 2 必修

小児看護学実習 2 実習 2 必修

28 51 17 25 9 必修 51

10

合計

養

護

に

関

す

る

科

目

衛生学・公衆衛生学
（予防医学を含む。）

4

学校保健 2

解剖学・生理学 2

「微生物学、免疫学、
薬理概論」

2

看護学（臨床実習及び
救急処置を含む。）

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に含めることが必
要な事項

単
位
数

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次） 履修

方法

9



１年次 ２年次 ３年次 ４年次

・教育理念並びに教育に
関する歴史及び思想

 教育学概論Ｂ 2 講義 2 必修

・教職の意義及び教員の
役割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

 教師論 1 講義 1 必修

・教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

教育と社会・地域 1 講義 1 必修

・幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

発達心理学Ⅰ－Ａ 2 講義 2 必修

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

 特別の支援を必要
とする子供の理解

1 講義 1 必修

・教育課程の意義及び編
成の方法(カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

 教育課程編成論 2 講義 2 必修

 道徳教育Ａ 1 講義 1 必修

 特別活動・総合的
な学習の時間

1 講義 1 必修

・教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用を
含む。）

 教育方法論 1 講義 1 必修

・生徒指導の理論及び方
法

 生徒指導論Ａ 2 講義 2 必修

・教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法

 教育相談 2 講義 2 必修

 養護実習 4 実習 4 必修

学校体験活動

 教職実践演習 2
 教職実践演習
（養護教諭）

2 演習 2 必修

21 23 5 6 3 9 23

11 実習

合計

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容

及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る

科
目

5

教
育
実
践
に
関
す
る
科

目

 養護実習

 養護実習
　事前事後指導

必修

8

6

教育の基礎的理解に関する科目等（養護教諭一種免許状）

本学での開設授業科目と履修方法

科目名
単
位

方法
開設時期（標準履修年次） 履修

方法

施行規則に定める科目区分等

科目
各科目に含めることが

必要な事項

単
位
数

・道徳、総合的な学習の時
間及び特別活動に関する
内容

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

10



１年次 ２年次 ３年次 ４年次

 日本国憲法 2  憲法 2 講義 2 必修

 体育 2  健康科学 2 講義 2 必修

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 演習 1 必修

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ 1 演習 1 必修

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 1 演習 1 必修

ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 1 演習 1 必修

 情報処理演習Ⅰ 1 演習 1 必修

 情報処理演習Ⅱ 1 演習 1 必修

合計 8 10 8 2 10

教育職員免許法施行規則６６条の６に定める科目
（養護教諭一種免許状、養護教諭二種免許状）

 免許法施行規則の定め
る科目と最低修得単位数

本学での開設授業科目

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

 外国語コミュニ
ケーション

2

 数理、データ活用
及び人工知能に関
する科目又は情報
機器の操作

2

11



教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状〈公民〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

法学 2 講義 2 必修

政治学 2 講義 2 必修

国際政治学 2 講義 2

地方自治論 2 講義 2

社会学概論 2 講義 2 必修

社会学史Ⅰ 2 講義 2

国際社会学Ａ 2 講義 2

現代社会論Ａ
（ジェンダー・世代） 2 講義 2

家族社会学Ａ 2 講義 2

社会病理学 2 講義 2

社会調査実習Ⅰ 2 実習 2

社会調査実習Ⅱ 2 実習 2

地域社会学 2 講義 2

コミュニティ論 2 講義 2

都市社会学 2 講義 2

ＮＰＯ論 2 講義 2

多文化社会論 2 講義 2

アジア経済論 2 講義 2

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

経済学 2 講義 2 必修

哲学要論 2 講義 2 必修

倫理学 2 講義 2

宗教学 2 講義 2

社会心理学 2 講義 2

地域社会分析法Ａ 2 講義 2

地域社会分析法Ｃ 2 講義 2

国際協力論 2 講義 2

公民科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

公民科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「公民科教育法Ⅰ」、「公民科教育法Ⅱ」以外の科目は、基盤教育科目及び公共社会学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

24単位

但し、最低
修得単位数
を超えて履
修した科目
は、大学が
独自に設定
する科目に
充てること
ができる。

施行規則に定める科目区分等

教
 
科
 
及
 
び
 
教
 
科
 
の
 
指
 
導
 
法
 
に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

教
 
科
 
に
 
関
 
す
 
る
 
専
 
門
 
的
 
事
 
項

「法律学（国際法
を含む。）、政治
学（国際政治を含
む）」

「社会学、経済
学（国際経済を
含む。）」

「哲学、倫理
学、
宗教学、心理
学」

本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが
必要な事項及び最低修得単位

数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法
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教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状〈情報〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

個人情報法制 2 講義 2 必修

現代社会論Ｂ
（情報社会論）

2 講義 2

現代社会論Ｃ
（情報社会と法）

2 講義 2

情報科学 2 講義 2 必修

情報処理応用演習 1 演習 1

情報数学 2 講義 2

社会統計学Ⅰ 2 講義 2 必修

社会統計学Ⅱ 2 講義 2 必修

社会調査法 2 講義 2 必修

社会調査の設計 2 講義 2

データ分析の基礎 2 講義 2 必修

プログラミング概論 2 講義 2 必修

プログラミング演習 1 演習 1

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 必修

データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 必修

データベース論 2 講義 2 必修

情報検索システム論 2 講義 2

地理情報システム論 2 講義 2

情報ネットワーク論 2 講義 2 必修

情報ネットワーク演習 1 演習 1

マルチメディア論 2 講義 2 必修

Webデザイン演習 1 演習 1

情報と職業 情報と職業 2 講義 2 必修

情報科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

情報科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「情報と職業」、「情報科教育法Ⅰ」、「情報科教育法Ⅱ」以外の科目は、基盤教育科目、全学横断型科目

　　及び公共社会学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

コンピュータ・
情報処理（実習
を含む。）

情報システム
（実習を含
む。）

情報通信ネット
ワーク（実習を
含む。）

マルチメディア
表現・マルチメ
ディア技術（実
習を含む。）

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

24単位

但し、最低
修得単位数
を超えて履
修した科目
は、大学が
独自に設定
する科目に
充てること
ができる。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが
必要な事項及び最低修得単位

数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

教
 
科
 
及
 
び
 
教
 
科
 
の
 
指
 
導
 
法
 
に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

教
 
科
 
に
 
関
 
す
 
る
 
専
 
門
 
的
 
事
 
項

情報社会・情報
倫理
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教科及び教科の指導法に関する科目（中学校教諭一種免許状〈社会〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

日本史概論 2 講義 2 必修

日本近現代史 2 講義 2

西洋史概論 2 講義 2 必修

東アジア関係史 2 講義 2 必修

地理学 2 講義 2

地理学概論 2 講義 2 必修

世界地理 2 講義 2 必修

法学 2 講義 2 必修

政治学 2 講義 2 必修

国際政治学 2 講義 2

地方自治論 2 講義 2

社会学概論 2 講義 2 必修

社会学史Ⅰ 2 講義 2

国際社会学Ａ 2 講義 2
現代社会論Ａ
（ジェンダー・世代）

2 講義 2

家族社会学Ａ 2 講義 2

社会病理学 2 講義 2

社会調査実習Ⅰ 2 実習 2

社会調査実習Ⅱ 2 実習 2

地域社会学 2 講義 2

コミュニティ論 2 講義 2

都市社会学 2 講義 2

ＮＰＯ論 2 講義 2

多文化社会論 2 講義 2

アジア経済論 2 講義 2

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

経済学 2 講義 2 必修

哲学要論 2 講義 2 必修

倫理学 2 講義 2

宗教学 2 講義 2

地域社会分析法Ａ 2 講義 2

地域社会分析法Ｃ 2 講義 2

国際協力論 2 講義 2

公民科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

公民科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

社会科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

社会科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「公民科教育法Ⅰ」、「公民科教育法Ⅱ」、「社会科教育法Ⅰ」、「社会科教育法Ⅱ」以外の

　　科目は、基盤教育科目及び公共社会学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

28単位

但し、最低
修得単位数
を超えて履
修した科目
は、大学が
独自に設定
する科目に
充てること
ができる。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが
必要な事項及び最低修得単位

数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法

教
 
科
 
及
 
び
 
教
 
科
 
の
 
指
 
導
 
法
 
に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

教
 
科
 
に
 
関
 
す
 
る
 
専
 
門
 
的
 
事
 
項

日本史・外国史

地理学（地誌を
含む。）

「法律学、政治
学」

「社会学、経済
学」

「哲学、倫理
学、
宗教学」

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）
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教育の基礎的理解に関する科目等（高等学校教諭一種免許状〈公民、情報〉）

１年次 ２年次

教育学概論Ｂ 2 講義 2 必修

教育史 2 講義 2

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教師論 2 講義 2 必修

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学 2 講義 必修

発達心理学Ⅰ-Ａ 2 講義 2

教育心理学概論 2 講義 2

特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

特別の支援を必要とする
子供の理解

1 講義 1 必修

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

教育課程論 2 講義 必修

総合的な学習の時間の指導法
総合的な学習の時間の
指導法

1 講義 1 必修

特別活動の指導法 特別活動 1 講義 1 必修

教育の方法及び技術 教育の方法と実践 1 講義 必修

情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法

教育方法と情報技術 1 講義 必修

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論Ｂ 2 講義 必修

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教育相談 2 講義 必修

進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法

キャリア論（進路指導） 2 講義 必修

教育実習
事前事後指導（中高）

1 ☆実習
必修（公民）
必修（情報）

高校教育実習 2 実習
必修（公民）
必修（情報）

学校体験活動 学校インターンシップ 2 実習 必修

教職実践演習 2 教職実践演習（中高） 2 ☆演習 必修

備　考

１．この表の科目は、高等学校一種免許状（公民、情報）の取得のために特に履修する科目です。

２．「教育史」「発達心理学Ⅰ-Ａ」および「教育心理学概論」は人間形成学科の開設科目です。履修に当たっては

　　注意してください。

３．「履修方法」欄の必修等の指定は、免許状取得の上での指定です。

４．「☆演習」「☆実習」は毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

1

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指

導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に

関
す
る
科
目

8
1

2

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目

教育実習
3

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

１科目
　選択必修

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法 履修方法科目
各科目に定めることが

必要な事項

単
位
数 ３年次

開設時期（標準履修年次）

４年次

2

2

2

2

1

2

2

2
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教育の基礎的理解に関する科目等（中学校教諭一種免許状〈社会〉）

１年次 ２年次

教育学概論Ｂ 2 講義 2 必修

教育史 2 講義 2

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教師論 2 講義 2 必修

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学 2 講義 必修

発達心理学Ⅰ-Ａ 2 講義 2

教育心理学概論 2 講義 2

特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

特別の支援を必要とする
子供の理解

1 講義 1 必修

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

教育課程論 2 講義 必修

道徳の理論及び指導法 道徳教育Ｂ 2 講義 必修

総合的な学習の時間の指導法
総合的な学習の時間の
指導法

1 講義 1 必修

特別活動の指導法 特別活動 1 講義 1 必修

教育の方法及び技術 教育の方法と実践 1 講義 必修

情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法

教育方法と情報技術 1 講義 必修

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論Ｂ 2 講義 必修

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教育相談 2 講義 必修

進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法

キャリア論（進路指導） 2 講義 必修

教育実習
事前事後指導（中高）

1 ☆実習 必修（社会）

中学校教育実習 4 実習 必修（社会）

学校体験活動 学校インターンシップ 2 実習 必修

教職実践演習 2 教職実践演習（中高） 2 ☆演習 必修

備　考

１．この表の科目は、中学校一種免許状（社会）の取得のために特に履修する科目です。

２．「教育史」「発達心理学Ⅰ-Ａ」および「教育心理学概論」は人間形成学科の開設科目です。履修に当たっては

　　注意してください。

３．「履修方法」欄の必修等の指定は、免許状取得の上での指定です。

４．「☆演習」「☆実習」は毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

4

2

履修方法

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

１科目
　選択必修

科目
各科目に定めることが

必要な事項

単
位
数

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科

目 10

３年次 ４年次

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目

教育実習
5

1

2

2

2

2

1

1

2

2

2
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大学が独自に設定する科目（高等学校教諭一種免許状〈公民〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

生涯教育論 2 講義 2

社会教育論 2 講義 2

社会教育特講Ｂ 2 講義 2

社会教育特講Ｃ 2 講義 2

道徳教育Ｂ 2 講義 2

東アジア関係史 2 講義 2

地理学 2 講義 2

地理学概論 2 講義 2
現代社会論Ｂ
（情報社会論）

2 講義 2

現代社会論Ｃ
（情報社会と法）

2 講義 2

社会調査法 2 講義 2

データ分析の基礎 2 講義 2

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1

地理情報システム論 2 講義 2

不登校・ひきこもり援助論 2 講義 2

子供学習支援論 1 講義 1
備　考
１．上表の科目は、公共社会学科の専門教育科目とそれ以外の科目とが含まれています。
　「社会教育特講Ｂ」「社会教育特講Ｃ」「道徳教育Ｂ」「不登校・ひきこもり援助論」「子供学習支援
　論」の５科目は、自由選択科目として単位に算入されます。

大学が
独自に
設定す
る科目

免許法施行規則の定める科目
と
最低必要単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

高一種免（公民）
１２単位

但し、最低修得単位を超
えて履修した「教科及び
教科の指導法に関する科
目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目等」に
ついて、併せて12単位以
上を修得
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大学が独自に設定する科目（高等学校教諭一種免許状〈情報〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

道徳教育Ｂ 2 講義 2

統計学 2 講義 2

数学概論 2 講義 2

社会調査実習Ⅰ 2 実習 2

社会調査実習Ⅱ 2 実習 2

地域社会分析法Ｃ 2 講義 2

不登校・ひきこもり援助論 2 講義 2

子供学習支援論 1 講義 1
備　考
１．上表の科目は、公共社会学科の専門教育科目とそれ以外の科目とが含まれています。
　「道徳教育Ｂ」「不登校・ひきこもり援助論」「子供学習支援論」の３科目は、自由選択科目として単位に
　算入されます。

大学が
独自に
設定す
る科目

免許法施行規則の定める科目
と
最低必要単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

高一種免（情報）
１２単位

但し、最低修得単位を超
えて履修した「教科及び
教科の指導法に関する科
目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目等」に
ついて、併せて12単位以
上を修得
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大学が独自に設定する科目（中学校教諭一種免許状〈社会〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

生涯教育論 2 講義 2

社会教育論 2 講義 2

社会教育特講Ｂ 2 講義 2

社会教育特講Ｃ 2 講義 2
現代社会論Ｂ
（情報社会論）

2 講義 2

現代社会論Ｃ
（情報社会と法）

2 講義 2

社会調査法 2 講義 2

データ分析の基礎 2 講義 2

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1

地理情報システム論 2 講義 2

不登校・ひきこもり援助論 2 講義 2

子供学習支援論 1 講義 1
備　考
１．上表の科目は、公共社会学科の専門教育科目とそれ以外の科目とが含まれています。
　「社会教育特講Ｂ」「社会教育特講Ｃ」「不登校・ひきこもり援助論」「子供学習支援論」の４科目は、
　自由選択科目として単位に算入されます。

大学が
独自に
設定す
る科目

免許法施行規則の定める科目
と
最低必要単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

中一種免（社会）
４単位

但し、最低修得単位を超
えて履修した「教科及び
教科の指導法に関する科
目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目等」に
ついて、併せて４単位以
上を修得
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

 日本国憲法 2  憲法 2 講義 2 必修

 健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習 1 必修（学科）

 健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習 1 必修（学科）

 英語Ⅰ－（１） 1 演習 1 必修（学科）

 英語Ⅰ－（２） 1 演習 1 必修（学科）

 数理、データ活用
 及び人工知能に関
 する科目又は情報
 機器の操作

2  情報処理の基礎と演習 2 ☆演習 2 必修（学科）

備　考

２．　授業方法欄の「☆実習」「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

 体育 2

 外国語コミュニ
 ケーション

2

１．　「本学での履修方法」欄の「必修」は、免許状取得の上での必修科目であることを示し、
　「必修（学科）」は公共社会学科専門教育科目の必修指定科目（卒業要件）であることを示します。

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

　　　　　　（高等学校教諭一種免許状〈公民、情報〉及び中学校教諭一種免許状〈社会〉）

免許法施行規則の定める
科目と最低修得単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法
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幼稚園教職課程

２−１．令和４年度⾃⼰点検評価報告書（幼稚園教諭⼀種免許状）

１．免許希望状況
こどもコースを選択している、または希望している学⽣全員が幼稚園教諭⼀種免許状の

取得を希望している。学年別の幼稚園教諭⼀種免許状希望状況は、以下の通りである。
・1 年⽣ 15 名 希望者 15 名
・2 年⽣ 13 名 希望者 13 名
・3 年⽣ 12 名 希望者 12 名
・4 年⽣ 21 名 希望者 21 名

２．教育実習実施状況
幼稚園教育実習Ⅰ（10 ⽉）及び、幼稚園教育実習Ⅱ（2 ⽉）を別紙 1、2 の実施計画の通

り実施した。

３．教学アセスメント状況
「教育の基礎的理解に関する科⽬等（幼稚園教諭⼀種免許状）」の内、２科⽬において、

シラバスとの相違、評価基準に関する⾃由記述があった。担当教員に、シラバスで⽰したと
おりの授業内容、評価を担保することを依頼し、改善に向けて取り組んでいる。

４．就職状況
2022 年度卒業⽣ 21 名の就職状況は、幼稚園 2 名であった。
また、幼稚園以外の就職状況は、保育所・施設 17 名（うち公⽴保育園 7 名）、⼀般企業 2

名であった。

５．特記事項
幼稚園教育実習Ⅰにおいて⼀部コロナ禍のため、実習期間の変更があったが、問題なく実

習を終えている。
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幼稚園教職課程

別紙１
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幼稚園教職課程

別紙２
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養護教諭教職課程

２－２．令和４年度自己点検評価報告書 （養護教諭サブコース）

①資格希望者状況（R4 年度）

看護学部看護学科において、養護教諭サブコースを希望した学生は、1 年生 26 名、2 年生 7 名、

3 年生 14 名、4 年生 10 名であった。 

※R4 年までは定員 10 名程度の選抜試験あり、R5 年以降は自由選択制となっている。

②教育実習実施状況

2022 年 5 月 16 日～6 月 10 日の 4 週間の期間で、養護教諭サブコースの 10 名の学生が養護実

習を実施した。

実習校は福岡県内の学校が 6 校、福岡県外の学校が 4 校であった。学校種は、小学校が 4 校、

中学校が 3 校、高等学校が 3 校であった。 

③教学アセスメント状況 教職課程（養護教諭）

【R3 授業実施評価レポートより】

看護学部看護学科の養護教諭サブコースの学生を対象とした成績分布について、養護に関する

科目については、看護学部の DP レビューで示した通りであり特に問題ないと判断した。教育 

の基礎的理解に関する科目については、人間社会学部の DP レビューで対象とした項目を除いた 

8 科目を対象とした。成績は、A 評価が最も多く、次いで S 評価、B 評価 C 評価の順で、不可、 

未受験および無資格は合わせて若干数であった。8 科目でみれば一定のバランスが取れていると 

判断した。一方、成績 S が 2/3 を超えた科目は 2 科目、成績 S が 0 名の科目は 2 科目あった。 

そのため、成績評価については、各担当教員に対してシラバス作成時に科目の特性や目的および

到達目標を鑑み、評価方法について再確認し再整理や見直し依頼をする必要があると考えられた

教育職員免許法施行規則 66 条の 6 に定める科目（養護教諭一種免許状）については、両学部 

の DP レビューで示した通りであり、特に問題ないと判断した。 

④就職状況

養護教諭サブコースの学生 10 名の就職状況は、養護教諭（教員採用試験合格者 3 名）8 名、

看護師 2 名である。 

⑤特記事項

・令和  5  年度より看護学部の養護教諭サブコースは自由選択制となった。

・養護実習の実施時期は変更することなく当初の予定通り実施できた。

・すべての実習校において、実習担当教員が実習巡回に行くことができた。
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養護教諭教職課程

令和 4 年度養護実習先一覧
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中高教職課程

２－３．令和４年度自己点検評価報告書（中高教職課程） 

①中高教職課程 資格希望者状況

公共社会学科「中高教職課程」の教員免許取得希望は、表①-1 の通りである。

高校情報免許は、2022年開設であるが、2021年度以前に入学した学生にも情報免許について周知し、

情報免許科目の受講と情報免許の資格取得を推奨している。 

表①-1 教員免許資格取得希望者一覧 

②.1 中高教職課程 教育実習実施状況（教育実習・学校インターンシップ・介護等体験）

・教育実習

中高教職課程の教育実践に関する科目は、「教育実習事前事後指導（中高）」（必修 1 単位）、「中学

校教育実習」（中免のみ必修 2 単位）、「高校教育実習」（必修 2 単位）、「学校インターンシップ」（必

修 2 単位）、「教職実践演習（中高）」（必修 2 単位）で構成されている。 

中高教職課程における、教育実習実施状況は②-1、②-2 の通りである。教育実習希望者全員が予

定通り教育実習を完了した。 

②-1 教育実習実施状況一覧

表②-2 教育実習実施期間 

中学校教諭一種

（社会） （公民） （情報）

2019年度生 5(1)* 5(1)* 5(1)*

2020年度生 7(1)* 7 8(1)*

2021年度生 9 13(3)* 4 13(3)*

2022年度生 7(1)* 8(1)* 3 11(2)*

高等学校教諭一種

*表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。

教職課程
受講者数

実施状況

5(1)*

学校種 中学校 5(1)*

実習教科 教科 社会

*
表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。

実施者数

区分

都道府県 人数

木津川市立中学校 京都府 1 2022年5月23日 ～ 2022年6月10日

京都府 1 2022年5月30日 ～ 2022年6月17日

田川市立中学校 福岡県 2(1)* 2022年6月6日 ～ 2022年6月24日

鳥取県 1 2022年9月13日 ～ 2022年10月5日

*表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。

実習期間実習校

城陽市立中学校

米子市立中学校
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中高教職課程 

 

教育実習先の確保については、中学校・高等学校の学校種に関わらず、学生が希望する実習校とその

学校を所管する教育委員会の手続きに従い実習先を確保している。 

加えて、中学校で教育実習を希望する場合、田川市教育委員会と本学で「教育実習受入承諾書」を取

り交わしており、同教育委員会が所管する中学校を教育実習先として確保している。 

高校教育実習の場合、高校公民は福岡県立東鷹高等学校、高校情報は福岡県嘉穂総合高等学校（3 名

以内）と本学で「教育実習受入承諾書」を交わし実習先の確保に努めている。 

 

・学校インターンシップ 

本学中高教職課程のカリキュラムの特徴は、４年次の教育実習までに、3 年次に学校体験活動「学校

インターンシップ」（必修 2 単位）を履修することを通して、早期に学校現場の諸活動を体験する実践

的な教員養成を行っている点にある。 

学校インターンシップの実施状況は、表②-3～表②-5 の通り。学校体験活動「学校インターンシッ

プ」は、田川市教育委員会との連携により、学校の指示の下に滞りなく実施した。 

学校インターンシップの時間数は、事前事後指導を含め 66 時間から 90 時間を確保しており、時間

数の基準を満たし実施されている。 

学校インターンシップの派遣先の確保については、田川市教育委員会と本学で交わした「学校体験活

動受入承諾書」に基づき派遣先を確保している。さらに、福岡市教育委員会と本学は「学生サポーター

制度」に関する協定を締結し、学校インターンシップの派遣先を確保している。 

 
表②-3 学校体験活動「学校インターンシップ」一覧 

 

  

都道府県 人数

2022年9月12日 ～ 2022年12月7日

2022年9月12日 ～ 2022年12月9日

2022年9月12日 ～ 2022年12月21日

2022年9月12日 ～ 2022年12月26日

2022年9月14日 ～ 2022年12月7日

2022年9月14日 ～ 2022年12月7日

2022年9月14日 ～ 2022年12月7日

2022年9月14日 ～ 2022年12月21日

*
表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。

学校名 派遣期間

田川市立Ａ中学校

田川市立Ｂ中学校

4福岡県

4(1)*福岡県
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中高教職課程 

 

表②-4 学校インターンシップ実施状況 

 

 

  

回 日付 開始 ～ 終了 時間 日付 開始 ～ 終了 時間 日付 開始 ～ 終了 時間 日付 開始 ～ 終了 時間

第1回 9/12 8:15 ～ 11:40 3:25 9/12 8:15 ～ 12:00 3:45 9/12 8:00 ～ 12:00 4:00 9/12 8:00 ～ 12:00 4:00

第2回 9/20 8:15 ～ 12:40 4:25 9/22 8:00 ～ 12:00 4:00 9/26 8:00 ～ 13:00 5:00 9/20 8:00 ～ 12:40 4:40

第3回 9/26 8:15 ～ 12:40 4:25 9/29 8:15 ～ 12:00 3:45 9/27 8:00 ～ 13:00 5:00 9/28 8:00 ～ 12:40 4:40

第4回 10/5 8:15 ～ 12:40 4:25 10/7 8:00 ～ 12:00 4:00 10/5 8:00 ～ 13:00 5:00 10/5 8:00 ～ 12:40 4:40

第5回 10/12 8:15 ～ 11:40 3:25 10/14 8:15 ～ 12:00 3:45 10/12 8:00 ～ 12:00 4:00 10/12 8:00 ～ 12:00 4:00

第6回 10/19 8:00 ～ 12:15 4:15 10/21 8:00 ～ 12:00 4:00 10/19 8:00 ～ 12:30 4:30 10/19 8:00 ～ 12:00 4:00

第7回 10/26 8:15 ～ 12:40 4:25 10/28 8:00 ～ 12:00 4:00 10/26 8:00 ～ 13:00 5:00 10/26 8:00 ～ 12:40 4:40

第8回 11/2 8:15 ～ 11:40 3:25 11/11 8:00 ～ 12:00 4:00 11/2 8:00 ～ 13:00 5:00 11/2 8:00 ～ 12:40 4:40

第9回 11/11 8:15 ～ 11:40 3:25 11/11 14:00 ～ 17:00 3:00 11/11 8:00 ～ 12:00 4:00 11/9 8:00 ～ 12:40 4:40

第10回 11/18 8:15 ～ 11:40 3:25 11/18 8:00 ～ 13:00 5:00 11/30 8:00 ～ 12:00 4:00 11/25 8:00 ～ 11:40 3:40

第11回 11/25 8:15 ～ 11:40 3:25 11/25 8:00 ～ 12:00 4:00 12/2 8:00 ～ 12:00 4:00 11/30 8:00 ～ 11:40 3:40

第12回 11/30 8:15 ～ 12:40 4:25 12/2 8:00 ～ 12:00 4:00 12/9 8:00 ～ 12:00 4:00 12/7 8:00 ～ 12:40 4:40

第13回 12/7 8:15 ～ 11:40 3:25 12/9 8:00 ～ 12:00 4:00

第14回 12/14 8:15 ～ 11:40 3:25 12/16 8:00 ～ 12:00 4:00

第15回 12/21 8:00 ～ 11:40 3:40

計 57:20 計 55:15 計 53:30 計 52:00

総計 90:20 総計 88:15 総計 86:30 総計 85:00

回 日付 開始 ～ 終了 時間 日付 開始 ～ 終了 時間 日付 開始 ～ 終了 時間 日付 開始 ～ 終了 時間

第1回 9/14 13:30 ～ 16:30 3:00 9/14 13:30 ～ 16:30 3:00 9/14 13:30 ～ 16:30 3:00 9/14 13:30 ～ 16:30 3:00

第2回 9/21 13:20 ～ 16:50 3:30 9/21 13:20 ～ 16:30 3:10 9/22 13:00 ～ 16:00 3:00 9/22 13:00 ～ 14:00 1:00

第3回 9/29 13:20 ～ 16:40 3:20 9/26 13:20 ～ 16:30 3:10 9/26 13:00 ～ 16:00 3:00 9/29 13:30 ～ 15:30 2:00

第4回 10/7 8:20 ～ 12:00 3:40 10/5 13:20 ～ 16:30 3:10 10/5 13:00 ～ 16:00 3:00 10/7 8:10 ～ 11:20 3:10

第5回 10/12 8:20 ～ 12:00 3:40 10/14 8:40 ～ 11:40 3:00 10/12 13:00 ～ 16:00 3:00 10/12 8:30 ～ 11:40 3:10

第6回 10/19 8:20 ～ 12:20 4:00 10/21 8:30 ～ 11:40 3:10 10/19 13:00 ～ 16:00 3:00 10/21 8:30 ～ 11:40 3:10

第7回 10/28 8:20 ～ 12:00 3:40 10/23 8:30 ～ 11:40 3:10 10/26 13:00 ～ 16:00 3:00 10/26 8:30 ～ 11:40 3:10

第8回 11/4 8:20 ～ 12:00 3:40 11/2 13:20 ～ 16:30 3:10 11/2 13:00 ～ 16:00 3:00 11/4 8:30 ～ 11:40 3:10

第9回 11/11 8:20 ～ 12:00 3:40 11/7 8:30 ～ 11:40 3:10 11/9 13:00 ～ 16:00 3:00 11/11 8:30 ～ 11:40 3:10

第10回 11/18 8:20 ～ 13:40 5:20 11/17 13:20 ～ 16:00 2:40 11/16 13:00 ～ 16:00 3:00 11/16 8:30 ～ 11:40 3:10

第11回 11/25 8:20 ～ 12:00 3:40 11/25 8:30 ～ 11:40 3:10 11/30 13:00 ～ 16:00 3:00 11/25 8:30 ～ 11:40 3:10

第12回 11/30 8:20 ～ 12:00 3:40 12/7 13:20 ～ 16:00 2:40 12/7 13:00 ～ 16:00 3:00 12/7 13:30 ～ 16:00 2:30

第13回 12/7 8:20 ～ 12:00 3:40

第14回 12/14 8:20 ～ 12:50 4:30

第15回 12/21 6:40 ～ 13:00 6:20

計 59:20 計 36:40 計 36:00 計 33:50

総計 92:20 総計 69:40 総計 69:00 総計 66:50

田川市立 Ａ 中学校

時間数
　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

時間数
　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

　学校インターンシップ

　事前事後指導含む

田川市立 Ｂ 中学校
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表②-5 学校インターンシップ事前事後指導  

 

 

  

事前指導

回 日付

第1回 4/7

第2回 4/14

第3回 4/21 事前の準備・調整について

第4回 5/18 学校教育をめぐる事前調査について

第5回 6/15 事前調査　学習指導要領

第6回 6/29 事前調査　GIGAスクール構想ほか

第７回 6/16 オリエンテーション

第８回 7/14 実習先の配置と日程について

第９回 7/21 事前の準備・調整について

第10回 7/28 学校教育をめぐる事前調査について

事後指導

第11回 1/26

時間数 1:30 計 33:00 時間

内容

オリエンテーション

実習先の配置と日程について

報告とふりかえり
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・介護等体験 

介護等体験は、｢小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関す

る法律｣により、 義務教育課程(小学校および中学校)の教員免許状取得者には、7 日間以上の介護等

体験を行うことが義務づけられた。 

介護等体験の実施状況は、表②-6、表②-7 の通り。本学では、社会福祉施設（5 日間）での介護等

体験を 2 年次に、特別支援学校（2日間）での介護等体験を 3 年次に実施している。 

2022 年度は、コロナ感染症の影響により前年度の社会福祉施設での介護等体験が中止となった 2

名を含め 11 名、特別支援学校での介護等体験 8 名が介護等体験を完了した。 

なお、社会福祉施設での介護等体験は、福岡県社会福祉協議会が施設と大学の調整を行い、同協議

会が指定する社会福祉施設で介護等体験を実施している。特別支援学校での介護等体験は、福岡県教

育員会が調整を行い、指定された特別支援学校で介護等体験を実施している。 

  

表②-6 介護等体験（特別支援学校）一覧 

 

 

表②-7 介護等体験（社会福祉施設）一覧 

 
 

  

都道府県 人数

福岡県立A特別支援学校 福岡県 3 2022年10月27日 ～ 2022年10月28日

福岡県立B特別支援学校 福岡県 5(1)* 2022年11月16日 ～ 2022年11月17日

*
表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。

体験期間学校名

社会福祉施設種別名称 所在地 人数

障害者支援施設 田川市 1 2022年8月29日 ～ 2022年9月2日

養護老人ホーム 田川市 1 2022年9月5日 ～ 2022年9月9日

障害者支援施設 田川市 1 2022年9月12日 ～ 2022年9月16日

障害者支援施設 田川市 1 2022年9月12日 ～ 2022年9月16日

養護老人ホーム 田川市 1 2022年9月20日 ～ 2022年9月26日

障害者支援施設 田川市 1 2022年10月17日 ～ 2022年10月21日

障害者福祉サービス業 飯塚市 1 2022年8月29日 ～ 2022年9月2日

特別養護老人ホーム 飯塚市 1 2022年9月5日 ～ 2022年9月11日

就労継続支援（A型）
北九州市
八幡西区

1 2022年8月8日 ～ 2022年8月12日

就労継続支援（B型）
北九州市
門司区

1 2022年8月29日 ～ 2022年9月2日

障害者支援施設 福岡市東区 1 2022年9月26日 ～ 2022年9月30日

計 11

体験期間
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②.2 「複合科目」の開設状況 

中高教職課程のうち中学社会と高校公民には、「教科に関する専門的事項」と「教科の指導法」を

連携する複合科目を「地域社会分析法 A」、「地域社会分析法 C」、「国際協力論」、「データ分析の基礎」

の 4 科目開設している。複合科目の履修を通じて実践的な授業構成を学修するカリキュラムを編成

しており、教科の専門性に基づいた教員養成を行っている。なお、2022 年度生より「データ分析の

基礎」は、高校情報免許の教科科目に配置し、中学社会、高校公民の複合科目としては廃止した。 

複合科目の履修業況は、表②-8 の通りである。 

 

表②-8 複合科目の履修状況 

 

 

②.3 全学横断型プログラム 「不登校ひきこもりサポートセンター」との連携 

中高教職課程では、学校インターンシップの導入教育として１年次には、「大学が独自に設定科目」

として、全学横断型科目の「不登校・ひきこもり援助論」（2 単位）、「子供学習支援論」（1 単位）を

位置づけ、何れかの科目を受講するよう履修指導を行っている。 

子どもへの関わり方の基礎を学び、子どもへの支援活動を通じて対人援助や対人スキルを養成し

ている「不登校ひきこもりサポートセンター」と連携して、本学の独自性を生かした教員養成を行っ

ている。 

大学独自科目「不登校・ひきこもり援助論」と「子供学習支援論」の履修状況は表②-9 の通り。 

 
表②-9 大学独自科目「不登校・ひきこもり援助論」・「子供学習支援論」の履修状況 

 

 

 

  

複合科目
 地域社会
分析法Ａ

 地域社会
分析法Ｃ

 データ分析
の基礎

 国際協力論
教職課程
受講者数

2019年度生 1 2 3 0 5(1)*

2020年度生 2 5 7 2 8(1)
*

2021年度生 10 5(3)
*

13(3)
*

2022年度生 9 2 11(2)*

*表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。

全学横断型
科目

 不登校・
ひきこもり援助論

 子供学習支援論
教職課程
受講者数

2019年度生 5(1)* 0 5(1)*

2020年度生 8(1)* 2 8(1)*

2021年度生 11(3)* 10(3)* 13(3)*

2022年度生 10(2)* 4(1)* 11(2)*

*表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。
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②.4「不登校ひきこもりサポートセンター」・「社会貢献ボランティア支援センター」との連携 

    本学の教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組として、地域の子どもたちと関わる多くの機

会（ボランティア活動、学校インターンシップ活動等）を通じて、“現場”に適応できる力、即戦力

の素地を養成している。 

これらの取り組みは、「不登校ひきこもりサポートセンター」と「社会貢献ボランティア支援セン

ター」が運営する学習支援などのボランティア活動に学生が参加できるように、情報提供や派遣先の

調整を各センターで行っている。 

教職課程の学生のボランティア活動への参加状況は、表②-10 の通りである。 

ボランテイア活動は、1、2 年次に行う学生が多いが、4 年次まで継続して活動している学生も見ら

れる。また、本学の上記の各センターとは別に、公共社会学科を中心に添田町の高校入試を控えた中

学 3 年生を対象に、学力向上を目指すために国語・数学・英語の学習をサポートする「英峰塾」の取

り組みを行っている。その他には、「ひとり親家庭のための学習支援」サークルを立ち上げて、主体

となってボランティアを実践する学生も見られる。 

 

表②-10 ボランティア活動 

  

③ 中高教職課程 教学アセスメント状況 

教育の基礎的理解に関する科目等に関する R3 年度の成績分布は図③-1 の通りである。成績分布に

ついて確認したところ、1 科目が、履修人数が 10 人以上かつ成績 S が 2/3 を超えていた。成績評価

については、各担当教員に対して、科目の特性や目的および到達目標を鑑み、評価方法について再確

認の依頼をする必要があると考えられる。また、不可が多い科目はなかった。 

 高等学校教諭一種免許状＜公民、情報＞、中学校教諭一種免許状＜情報＞の教科及び教科の指導法

に関する科目について、R3 年度の成績分布は図③-2 の通りである。成績分布について確認したとこ

ろ問題はないと判断できた。履修人数が 10 人以上かつ成績 S が 2/3 を超えている科目には 3 科目

が該当した。1 科目は、公共社会学科の授業実施評価レポートにおいて、当該年度は他科目との時間

割の重複により受講生が例年より少なく、受講意欲が高い学生が集まったため、成績が高い学生が多

くなったと考えられ、当該年度のみの一時的な理由であることを確認している。1 科目は、社会福祉

学科の授業実施評価レポートにおいて、当該科目は退職者の担当科目であったため、次年度以降、新

規担当者による成績分布の状況について確認をしていくこととしている。1 科目は、基盤教育センタ

ーの授業実施評価レポートにおいて、評価方法や成績評価方針について確認をとったところ、2021

年度のみ例年と若干異なることであったので、大きな問題はないと判断したことを確認している。ま

た、不可が多い科目はなかった。   

大学が独自に設定する科目及び教育職員免許法施行規則第 66 条の 6（以下、66 条の 6 科目）に定

める科目の R3 年度の成績分布図は③-3 の通りである。両科目群について確認したところ、該当科目

の成績分布に問題はないと判断した。 

社会貢献ボランティア支援センター 英峰塾

フリースクール 学校インターンシップ イベント型ボランティア活動 イベント型ボランティア活動 学習支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

6(3)* 3(1)* 4(2)* 3 10(2)*

不登校・ひきこもりサポートセンター

*表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。
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図③-1 教育の基礎的理解に関する科目の成績分布図 

 

 

図③-3 大学が独自に設定する科目及び 66 条の 6 に定める科目の成績分布図 

 
※大学が独自に設定する科目の内、社会・公民・情報の教科に含まれる科目は、教科に表記しています。 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育学概論Ｂ 49人

教育史 4人

教師論 18人

教育社会学 8人

発達心理学Ⅰ－Ａ 131人

教育心理学概論 46人

特別の支援を必要とする子供の理解 24人

教育課程論 5人

道徳教育B 6人

総合的な学習の時間の指導法 10人

特別活動 10人

教育の方法と実践 5人

教育方法と情報技術 5人

生徒指導論B 9人

教育相談 43人

キャリア論 10人

中学校教育実習事前事後指導 6人

高校教育実習事前事後指導 9人

中学校教育実習 6人

高校教育実習 9人

学校インターンシップ 5人

教職実践演習（中高） 9人

全体 427人

S A B C 不可 未受験 無資格

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生涯教育論 52人

社会教育論 4人

社会教育特講Ｃ 2人

統計学 168人

数学概論 19人

不登校･ひきこもり援助論 209人

子供学習支援論 173人

憲法 134人

健康科学実習Ⅰ 168人

健康科学実習Ⅱ 162人

英語Ⅰ－（１） 167人

英語Ⅰ－（２） 165人

情報処理の基礎と演習 166人

全体 1589人

S A B C 不可 未受験 無資格

33



中高教職課程

図③-2 教科及び教科の指導法に関する科目の成績分布図 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本史概論 36人
日本近現代史 93人
西洋史概論 37人

東アジア関係史 41人
地理学 21人

地理学概論 25人
世界地理 23人

法学 91人
政治学 71人

国際政治学 15人
地方自治論 33人
社会学概論 61人
社会学史Ⅰ 57人

国際社会学A 12人
現代社会論A（ジェンダー・世代） 50人

家族社会学Ａ 39人
社会病理学 42人

社会調査実習Ⅰ 45人
社会調査実習Ⅱ 43人

地域社会学A 12人
コミュニティ論 20人

都市社会学 27人
NPO論 17人

多文化社会論 53人
アジア経済論 44人

社会福祉学概論Ⅰ 54人
経済学 133人
哲学要論 14人

倫理学 54人
社会心理学 109人

地域社会分析法A 27人
地域社会分析法C 28人
データ分析の基礎 63人

国際協力論 20人
個人情報法制 5人

現代社会論B(情報社会論） 53人
現代社会論C(情報社会と法） 42人

情報科学 77人
情報処理応用演習 68人

情報数学 5人
社会統計学Ⅰ 92人
社会統計学Ⅱ 53人
社会調査法 59人

社会調査の設計 47人
プログラミング概論 34人
プログラミング演習 5人

データ処理とデータ解析Ⅰ 41人
データ処理とデータ解析Ⅱ 32人

データベース論 18人
情報検索システム論 8人
情報ネットワーク論 8人
Webデザイン演習 26人

社会科教育法Ⅰ 5人
社会科教育法Ⅱ 5人
公民科教育法Ⅰ 5人
公民科教育法Ⅱ 5人

全体 2203人

S A B C 不可 未受験 無資格
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④ 中高教職課程 就職状況 

2022 年度の教員免許取得者の就職状況は、表④-1 の通りである。教員免許取得者 5 名の内、教職

に就くのは 1 名、教員採用試験の受験者は 3 名であった。 

 

表④-1 教員免許取得者の就職状況 

  

 

中高教職課程のキャリア支援について、公共社会学科には「教職免許取得支援プログラム」を設置

している。2022 年度に実施したプログラムは、「教員採用試験受験体験報告」、「教育実習（研究授業）

のオンライン授業視聴」、田川市教育委員会主催「田川市主体的な学びに向かう授業づくり研修会（教

育の情報化）」（於：後藤寺小学校）への参加、「人間社会学部長との懇談会」などである。 

また、設備面では模擬授業に利用する学生研究室に電子黒板を配置、教科書や教育法規、学習指導

要領などの教職関係の書籍を同研究室に配架、学生がいつでも利用できるように環境を整備してい

る。教員採用試験に関する書籍については、本学後援会からの助成を活用して毎年書籍を更新して学

生の利用に資するようしている。 

 

⑤ 中高教職課程 特記事項 

１．田川市教育委員会が主催する教員研修会に教職課程履修学生を派遣し、学校教育における ICT 導

入の実際を見聞させるなど、教育委員会との連携を実質化できている。 

   教育実習を次年度に控えた 3 年次の教職課程履修学生を学校インターンシップに派遣することに

より、教職課程と教育委員会との連携によるカリキュラム改善につなげている。 

 

２．教育実習を次年度に控えた 3 年次の教職課程履修学生が、教育実習生による査定授業の模様をオ

ンラインで聴講する機会を設けたことにより、教職課程カリキュラムの改善につなげている。 

教職
中学社会

一般企業 進学
教員採用

試験受験者
教員免許
取得者

1（臨時） 3 1(1)* 3 5(1)
*

*
表中の()内の数字は人間形成学科の学生数を示す。
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３．総括 

以上、本学に開設されている教職課程について、令和 4 年度の実施状況を点検してきた。その

結果、以下の特記事項、および達成した点、良好・順調な点、次年度以降の課題が総括として指

摘できる（各課程の個別事項に該当する場合、文末に課程名を付した）。 

・特記事項

① 田川市教育委員会が主催する教員研修会に教職課程履修学生を派遣し、学校教育に

おける ICT 導入の実際を見聞させるなど、教育委員会との連携を実質化できている（中

高）。

② 幼稚園教育実習Ⅰにおいて一部コロナ禍のため、実習期間の変更があったが、適正に

対応し問題なく実習を完了できている（幼）。

③ 教員採用試験合格者割合（現役合格率）が 33％（9 名中 3 名）にのぼっている（看護）。

・達成した点、良好・順調な点

① 教職課程カリキュラムとして、教育実習を次年度に控えた 3 年次の教職課程履修学生を

学校インターンシップに派遣するシステムを構築できている（中高）

② 教職課程カリキュラムとして、教育実習を次年度に控えた3年次の教職課程履修学生が、

教育実習生による査定授業の模様をオンラインで聴講する機会を設けている（中高）。

③ 入学してくる各学年の学生全員が幼稚園教諭一種免許状の取得を希望している（幼）。

・次年度以降の課題

① 教職課程を効果的に運営する観点から、本学における AP、DP、CP について見直しを検

討する必要がある。

② 教職課程の運営に資することを含み持った、FD・SD 活動の計画立案を検討する必要が

ある。

③ 教育委員会との連携は一定程度、浸透するとともに効果を挙げているが、教職課程カリキ

ュラムの改善に際し、教育委員会の意見をさらに聴取するための枠組みを検討する必要

がある。

④ 「教育の基礎的理解に関する科目等（幼稚園教諭一種免許状）」の内、2 科目において、

シラバスとの相違、評価基準に関する自由記述があった。担当教員に、シラバスで示した

とおりの授業内容、評価を担保することを依頼し、改善に向けて取り組んでいる（幼）。 
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